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旧坂東家住宅
見沼くらしっく館
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旧坂東家住宅

見沼くらしっく館
The Old House of the Bando Family Minuma Kurashikku-kan

利用案内

交 通

開館時間
休 館 日

入 館 料
駐 車 場

開館時間
休 館 日

入 館 料
駐 車 場

午前９時～午後４時３０分
毎週月曜日（休日を除く）
休日の翌日（土・日曜日・休日を除く）
年末年始（12月28日～1月4日）
休館日は変更することがありますのでお問合せください

無料
８台

◆ 自由に屋内を見学できます
◆ 館内は禁煙・火気厳禁です
◆ ペットの入館はお断りします
◆ 飲食は、庭のベンチや縁側でとることができます

旧坂東家住宅見沼くらしっく館

このリーフレットは5,000部作成し、1部あたりの経費は25.7円です。

〒337-0024　さいたま市見沼区片柳1266‒2
☎048‒688‒3330　fax048‒688‒3335
https://www.city.saitama.jp/004/005/004/005/index.html

※平日のみ運行・便数が少ないのでご注意ください

❖大宮駅
東口バス乗り場（7番）より
国際興業バス「さいたま東営業所」、「浦和美園駅西口」、
「浦和学院高校」行き乗車、三崎台下車徒歩すぐ

❖浦和駅
東口バス乗り場（2番）より
国際興業バス「市立病院経由さいたま東営業所」行き乗車、
三崎台下車徒歩すぐ

❖見沼区コミュニティバス
大和田駅又は七里駅（七里駅西）より
「さぎ山記念公園」行き乗車、三崎台見沼くらしっく館下車徒歩すぐ

❖浦和美園駅
西口バス乗り場（2番）より
国際興業バス「大宮駅東口」行き乗車、三崎台下車徒歩すぐ

電車・バスでお越しの方

案 内 図
当館は、江戸時代の加田屋新田の名主家住宅「旧坂東
家住宅」（平成３年に市指定有形文化財）を現地で解体復
原し、平成８年に開館した博物館施設です。
生きている民家をテーマに農家環境や年中行事の再現、
体験講座などを行っています。
また、敷地の北側一帯は屋敷林から続く見沼の斜面林
が、東側は加田屋新田が広がり、のどかで緑豊かな自然環
境を体験することができます。

館内配置図

Office Room

Old Japanese-style House

旧坂東家住宅
管理棟

見 学 棟

Parking Space
駐車場

学習室 トイレ学習室 トイレ

納屋

昔のおもちゃ遊び

昔の家・昔のくらし

さいたま市PRキャラクター
つなが竜ヌゥ
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展 示

江戸時代の加田屋新田（現・見沼区）の名主を代々務めた坂東家の旧宅です。
長大な茅葺屋根に瓦葺箱棟、げんかん（式台）、曲家風のうまや、床の間、付書院などを備えています。
現在の旧宅は、解体後に発掘調査を行い、傷んだ部材の交換や補修をして、ほぼ同位置に復原したものです。

間取図

旧坂東家住宅／さいたま市指定有形文化財（建造物）
発掘調査で一分銀（江戸時
代の貨幣）400枚が「ざし
き」押入の下の土中から発見
されました。
常時、「はちじょう」で展示をしてい
ます。

資料　一分銀

毎日、午後は囲炉裏に火を入れています
※天候や行事等により変更・中止の場合があります

立面図（南面）

平 面 積：82.4坪（272.71㎡）
延床面積：86.5坪（285.77㎡）
建築年代：江戸時代、安政４（1857）年

区　　分：農家（名主の家）
構　　造：寄棟造、茅葺

桁行13.5間（24.6ｍ）
梁間4.5間（8.3m）
平屋建（一部二階）、土壁

一分銀

催し・講座

普及事業

日本家屋の造りを生かし、気軽
に参加できる邦楽鑑賞会、寄
席、民話語り、ギターコンサー
ト等の催しを開催しています。
また、年中行事の体験、見沼の
自然や歴史の解説、ものづくり
等の講座を実施しています。

昔のくらし体験学習
昔の道具とくらし（主に小学3年生対
象）、昔の遊び（小学１、２年生対象）
など、実際に道具を使った体験ができ
る小学校向けの学習受入れを行ってい
ます。

事前申込み制

回想レクリエーション
当館オリジナルの高齢者福祉施設向け
見学プログラムを用意しています。
子どもの頃の歌や生活道具から引き出
される記憶や思い出を皆で語って楽し
みます。

寄席

加田屋新田を開発した坂東家は、
紀州（和歌山県）の出身で江戸に住
む商人でした。
この地の新田開発は、坂東家に
よって江戸時代の初めから行われて
いましたが、享保13（1728）年の見
沼代用水の完成に併せて開かれた
田は、坂東家の屋号である「加田
屋」をとり、「加田屋新田」と名付け
られました。
以来、坂東家は、見沼代用水の見
回り役やこの地の名主、近代以降は
旧片柳村の村長等の要職を代々務
めてきました。
享保16（1731）年の検地帳をは
じめとした当家に伝わる5,152点の
「坂東家文書」（市指定有形文化
財）は、地域の歴史を伝える貴重な
史料です。（埼玉県立文書館寄託）

坂東家の歴史
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長者柱 大黒柱
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